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　茲 に 問題 とす る 産地 及び 層位 は著 者 が 曾 つ て 東北 帝國大學 理科 ．報告地質 學 13 卷 ．3 號 に て

OII　tho 　｝larine　Faull毛1・c　 of　Three 　Fossil　Zelles　 oE 　七he　UpPer 　Miocene 　of 　Natofi 〕Dist．rict
，
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’
oyinee 　 of　Rikuzen の 題下 に報 告 した高館村熊野堂 で あ り Pectet｝　natoriengtg 帶で あ る

。 多

種の 軟鶻動 物 少數種 の 腕足類 ，蔓脚類 及び 珊 瑚蟲類等
．
は豐富に も産す れ ど，脊椎動物 は 該

報告當時 瑾に 1．澗 の 鮫齒 化石 を得 た に 過 ぎ なか つ た程 に寥 々 た る もの が あ る。 唯年月 をか け
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て 探査 を繼績 して 居 る結果 と して ， 今は最後者 の 種類 も頽は りその 化 石偶數 も獪 し て 來 て 居

る。k”tcは それ を報告 しや うとす る の で あ る。

　こ の PeSten ，〜α劾 物 齢 帶は 拙報に 述 べ た 通 り温暖相 を指示 して 居 る。案外の 珍毬 と て も

見 られ ぬ譯 で は無 い e 云 は 壁 地 質學的時代 の 事 に は あれ ど恰 も今 日の 相模灘沖 ノ 瀬 を見 るや

うな感 じの す る化石帶 で あ る 。尤 も陸棲動物の 齒が運 び込 まれ る事 もあ る程 に 岸近か つ たや

うな事 は あ つ た で あ ら う。

　著者が 今 日迄 に こ の 化石帯か ら發見 し得 友 脊椎動物化石 は 5 種 あ り， 内 4 種 は魚類板齪顳

ic屬 し ，
1 種 は哺乳類長 鼻類 に 屬す る。前 者中の 3 種 は 化石 と して 最 も普通 な稚類 で は あ る 。
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　此處 に て 採集 した 本種の 齒の 化石 は今 日既 に 弼

個 に 上 つ て 居 る q 普通 種 な る もの か ら 鬮示 す る に

止 め て 記載を 略 す る 。 測 定 に 堪 へ る 35 個 の 測定

は 次の 通 りで あ る （單位 は nmD
。
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　本種 は 世 界的 に 分布 し，時代 は始新系 よ り推移相的洪 積系基底迄 に 及 び ， 特に rl噺 及び鮮

薪系 に 多 い ．推移祁的 洪積系基底に 産 す る事 は昨 年動物學大會に て 供覽 した宮城郡 松島町根

廻 蘆 の 材料に て 知 り得 たの で ある 。
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PL　 XII
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屬 名 を聞 い た丈 で 右屬 を指 して 居 る と的 確に 感 得 さ

せ る ICは ，命名説約に 準據 した 伽 ℃ 1研 鰡 よ りも却

つ て OdOi臨 夢 3 の 方が 勝 つ て 居 る 。

　著者は 所屬 に 疑問の 餘地 あ る 1 個 を も加 へ て 都合 ：コ

個 の 齒の 化 石 を得 て 居 り， 剖周と も現欺に 於て 基 部 の

側突起を歓如 し て 居 る。測 定は 次 の 通 りで ある。
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　覿 ；右 ， 狽囁面 觀 （自然 大 ，

　疑問 の 餘地 あ りと した第 3 標 品は 斯 く小形 な る に も拘 らす ， 齒 が本 屡が 矚す る科 の 特徴通

り中實 に し て ，齒冠 の 外 而は本種 の もの 通 り却 ft に 中凸で あ b，鰓面 觀 も本種 の もの 通 り希

臘 S　ti
’
；形 に 婉 曲 し て 居 る。屬 の 特徴た る顎癒合郁齒 を始め ， 他 の 或 る區域の 小 さ い 齒 もあ る

筈 で は あ る e
こ れ が 若 し本種 な らすんぱ ．Laminscに 屬す べ き もの で あ ら うか も知れ 灘 。

　本種 も世界的 に 分布 し ， 時代 は 始新系 よ り申新系迄 に 及んで 居 る 。
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「r6hoku 　Imp ．　 Univ．
，
　 Ser．　 II

，
　Vol．　V

，
　 NO ．3

，
1921

，
　p．65，
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X
，
fig．33

｝
Pl．　 XI

丿
figs．1− 8

，
　 PI．　 XII

，
　 figs．1 ＆ 2．

　著者 は單に E 大な齒 の 齒根 の 1破 片 を發見 したに 過 ぎなV ・が ， そ の 頁大 な點が 特徴 と な り，

本種 へ の 同定 に 疑 は無 い 。 2 叉 をなす齦 の 一孚部 の 破片 ICし て ， 破 片 と し て の 長 さ 35mm
，

幅 30mlu ，厚さ 17mln あ る 。

　本種 も世 界的 に 分布 し，時 代は始新系 よ り鮮新系迄 IC及び ，中新系 に 多 い a 著 者が土 總 國

の 上 部鮮栽系 よ り檢 した本屬は本種 に あ らす，本種の 孫に も當 る べ き種 な る 現 生種 で あ つ た

か ら．．E部 鮮新の 頃 に は本種 は輒 に絶滅 して 居 たか 衰 亡 しつ S あ つ た か で あ ら う、

　　　　　　　　　 4・ 丑ψ （D 〃仞 厩 司 θotoi
，
　SP ．　 nOv ．第 4圖

　本屬 に は皮膚の 所 々 に 棘あ る 鱗乃 至 板が 見 られ る 。手許な る 材料 は 2 個 の さ る板 の 化 石 で

彗丶

納
ノ導
P

」

呼1

彎
生肇ダ

第 4 圜 R （加 （1）yn．ebatis ）（lotoiの 皮膚の 板 2 個 ， 向 つ て

　左 第 2標品 の 側 面 觀 ； 中．第 1 標品 の 背面 潮 ； 右 ， 同 側 面

　観 （自然 大 ）

あ る
。

2 個が 同
…

種で 無か ら う

や うな萬 一
の 場合 の 爲に 餤計 に

基部 に 向っ て 擴が つ て 屠 る方 の

板 を第 1 の 模 式 と指定 し て 置 く。

　本屬の 化石 に は 却 々 に 大形 な

板 も見 られ ，さる板 に し て そ の

圓錐形 をなす外 面 に 放 射駄 の 著

しい 溝 を有す る もの もあ る。著

し い 溝を有す る板 に して 個 々 常

に 分離 した もの も、例へ ば 6 個許
’
り相 癒合 して 複成板 を な した もの もあ り，前者は亞 屬 Dyno −

bCttis　 L ．tmtu ｝Tr と され ，後者 は 亜 属・A （
・
α nthobatis 　LANH ．LZL ’r と され る 。 手許なる 2 個 の 板の

内基部が 餘 り擴が つ て 居ぬ方 の 1 個 は
一

寸 Aea −nthobntts の 複成板の 1 組成分が遊 離 した の で

は な い か と見え る樣な形 なれ ど ， 基部 に 癒 合 した で あ ら う形跡 が 少 し も無 い の で あ る。 2 個

の 板 の 測定 は次の 通 りで あ る （單位 mm ）。

　 　 　 　 　 最 大 直 徑 　 　 最 小 直 徑 　 　 頂 分岐 部直徑 　 　 頂分 岐部迄 の 高 さ

　 　 　 　 　 　 　 2 十 　　 　　　　 　　一　　 　　　　 　　　　5　 　　　 　　　　 　　 14

　 　 　 　 　 　 　 16　 　　　 　　　　 12　　　 　　　　 　　 5　 　　　 　　　　 　　 16

　蔵 が 示 す圓錐の 頂部 は 1 點 に 迄 は 尖 らす，恰
『
も火 山 の 頂で もある かの や うに 2− 3 の 小 突

起に 迄分岐 して 居 る e 分 岐は 見 え て 屠れ ど分 岐 し て か らの 小突起 は 化石の 現 歌 1τ 於 て 磨滅乃

至歓損 して 居 る 。

　第 1標 品た る板は基 部の 或 る部分歓損 し て 居れ ど，大略園形乃 至橢圓形 をな し、 外面 は鈍
　 　 　 　 　 　 f　 ’sコ
い 図錐形に して 窺然 富士 山形で あ る 。 外面 に は 著 しい 溝竝 に溝 間の 肋が放射 し ， 頂部 に て 1es

をなす溝 は基部に 向つ て 2− 3 條の 溝 に迄分叉 して 居 る 。 從 つ て 頂部 よ り基部迄全通 す る肋

の 間 に頂 部 に は 逹 せ ぬ 肋 も挾 ま る の で あ る。溝が 肋 よ り狭 い 事 も廣 Vb事 もあ り ， 頂 に 近 づ い

た 中途部 で は廣い 事の 方が 普通 で あ る
。

基 部に 於て 10　mm の 長さ に 7 條内外 の 溝 が 含 まれ ，

又 全 通 す る 肋 の 通常 3 條が 含まれ る。肋 は基 部方 3 分の 1 内外 の 範圍 に 於 て は 單 な る肋 の 形

をな して 居れ ど、中途部乃至頂 部 に 於 て は 顆粒爿k小突起の 列 をな し ， 小突起 は 10mm の 長
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さに 6− 7 個 を算す る。 内面 は牽牛花茶碗駄 に 窪み ， 緻密 に して 雫 滑で あ る
。 板 は基部 の 周

’
邊 に 向つ て 癒 くなつ て 居 る ． 板 の 破 口 は齒質通 り緻密で ある，

　 第 2 標 品た る板 は 圓錐形 に して 太 き棘歌 をな し、基部 の 周邊が 黻 形の 開 きをば 直邊虻て

閉 した や うな形 を し て 居 る ． 從つ て こ の 直邊 よ り上 に 績 く部分 の 面 は干坦 に もな つ て 居 る．

頂 は 2 個 の 小突起 に 迄分 岐 して 居 る。外面 に 著 しい 溝及 び肋が 放射 して 居 る事 は同檬 なが ら、

頂部 と
’
基部 と の 太 さの 差が 極端で 無 い だけ溝は 全長 その 儘 か基部に 向 つ て 2 叉 す るか に 止 ま

　り．全 通 ナる肋 の 數 は 頂部 に達 せ ぬ 肋 の 數 よ り多い 。 基部 K 於て 10mm の 長 さに 6− 7 條

の 溝 が 含 まれ ，又全通 す る肋の E− 6 條が 含 まれ る。板 が なす圓錐 の 全體 は 直邊及び雫 坦 面

をなす側 に 傾斜 し， こ の 卒坦 面及 び こ れ に 近 い 方の 側 で は肋 が全 長に 沿 5て 顆粒欣小 突起の

列 をな しで居 b ， 正反 對の 側で は 肋の 大部 分が 肋その 儘の 形 をなすや うに な つ て 居 る。 中途

側 で は 頂方 へ は顯粒歌小 突起の 列 をな し，基 部 に 向つ て は 肋 その 儘の 形 を して 居 る の で あ る c

顆粒歌 小突起は か の 準 坦 面及 び これ に近 い 方の 側 に粗大に して 正反 封の 側 に 向 つ て 微細 で あ

　り ，
ユ  mm の 長 さに 3− 8 個 を算 す る 。 内面 は 深 く凹入 し ， 基部 の 周邊は薄 くな り，絡 つ た

儘 忙 して 他 の 板 と癒 合したで あ らう形 跡が 無 い 。 こ の 拔が 背鰭の 棘で 無 い 事は 勿論なが ら，

背面 正 中線部 の 板で 無か ら うか の 疑 問は起 ら う。 本羇現 生種 の 背面正 中線の 鱗を檢す る に こ

れ とは異 なつ た形 を して 居るか らそれで は 無か ら う。や は り化石亞屬 践齬 出伽 旛 の 複滅 叛

を參 照 す る が 可 い ら しい ．郎ち數個 の 板が 寄 P合 ひ は した れ ど相癒 合 す るに は至 らす ， 以 て

かの 複 成板 の 1 組成分 に これ が 似た形 を して 現 れた の で あ ら う、　　　 ・　　　　　 ・

　 本種 は斯 く Aetznthobatbsな らね どそれ へ の 接 近 を示 した もの で は あ る や うで あ る。 それ

も伽 渤 α 齬 も歐 洲よ り知 られ 居 り， 本種の 板は 歐洲の 本亞 屬の もの よ り或 る程度 に 小 さ い
．

5， 7’

7ilopl ｝odon 　se’翻 α觀 as　 M 　A
・rSUWtO ’ro 　第 5 圜

　 11VI　AT5 　UMO 　eo
｝　ScL　ReP 　T6hoku 　Imp ．

Pl．　 III
，
　figs．1− 4

，
　 Pl．　IV

，
　figs，1− 3．

第 5 圖 Triiophoalon　 sendaitnts の 第 3 前 日爵，

　多 分 下顎右測 ； 向 つ て 左 ，上 面 觀 ；右 ， 外 面 撰

　 〔自然 大 ）

　齒　長

　 ％

第 2 稜 内面 高

　 　 17

第 1綾 幅

　 18

Univ．
，
　Ser．　II

，
　 Vol．　 X

，
　N （｝．　 j、1926，　 P．6

，

第 1稜 外面 高

　 　 1B

　
．
材料 は 1個 の 第 3 前臼齒 息 に して 恐 ら

く下 顎右側 の それ で あ る。 こ の 化石帯は 岸

近 い 悔成の 地 暦 と 認 め られ る か ら、 こ の 化

石 と て も海産動 物例 へ ば海 牛類の もの な ら

すや と疑はれ る で あ ら う。著 者 も參照 して

見た の で は あ る が，中新系頃 の 儒艮科 の 齒

に もデ ス モ X チ ル ス 科の 齒 に も合 は 季 ，や

は D長 鼻類の もの と認 め る に 至 つ た の で あ

る。測 定は彡この 通 りで あ る （單位 コnm ）．

第 2 稜 幅

　 19

第 1 稜 内 面高

　 　 15

第 2 稜 外 面 高

　 　 17
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1’一

　本屬の 第 3 及 び第 4 前日齒 P3 ＆ P4 は共 に 2 稜 を有す る通 り，本標 品の 齒冠 も2 稜 と後踵 と

よ り成 つ て 居 る。第 1 稜 は若干銷 磨 し， 第 2 稜は 銷磨 し始め た許 りの 時期 に あ る。齒 根 は 破

損 し居れ ど薄弱 な らす頑張で あ つ た樣子が 窺 は れ ， 以 て これ が 乳臼齒 ならす域齒で あ る と鑑

定 し得 る の で ある。

　齒 は下膨 れ と 云 つ たや うな橢圓形 で ，第 2稜 に 於 て最 も廣い 。 咀 噛面全長 に 及ん で 正 中裂

溝が 發逹 し ， 稜齒ならす丘 齒型 で あ る樣 子 が 充分 に 見 え て 居 る 。 本邦 の 上部 中新 系 よ b は

丁吻 1‘伽 88漁 c嚇 ∫一     と Pr吻 od   洫 漁 礁   ）と伽 られ居れ ど ，
こ の 點

で も後者 を本材 料同定 の 考慮外 に 置 い て 可 い で あ ら う c 第 1 稜 も第 2稜 も充 分 よ く並 立 し

て 居 る 2 丘 よ り成 り，前者の 丘 は弱 を 3 葉的構造 を示せ ど ， 後者の 丘 は 殆 ど單構造 で ある 。

本鍾は T7・・itophodon と し て 3 葉的構 造 の 弱 い 型 に 屬す る事 で は あ り．本 材料は 斯 く小 形 に し

て 遞化 淌滅 へ の 道程 を辿 る齒 で もあ るか ら斯 く簡單 な丘 の構 造 を示 し て も可い で あ ら う。 後

踵は 小 さ く低 くや は り並 立せ る 2 丘 よ り成 つ て 居 る 。 基帶は 内外共 に 不顯著に し て
， 外 基帯

は 無 い と云 つ て 可い 程 度 ，内基帶は全 く痕跡的 紀 して さ る部 分 の 琺 瑯質 の 面が 不 規則 に 褶立

つ て 店 る事で 察せ られ る に 過 ぎない ． 基帶 の 發育 の 悪 しい 事 も本蕪 の 特 徴 tcな つ て 居 る ． 齒

冠基部乃至 それ に近 い 方 の 琺瑯質 の 面 は今 述 べ たや うな褶襞 と密雫行 波朕 の 微細條痕 と を有

す る
。 谷 は頗 る狹 く， こ れ は餘 りに 小形な齒 で あ るため で あ ら う。 齒冠 の 前 面 に は前 な る齒

と押 し合つ た痕跡 があ る 。 第 1 鋭 臼齒 Mm 　1 か 第 2 前臼 齒 P ， か を押 した 事で あ ら う。

　歐 洲か ら知 られ た Tritophodon　anyz “st・ideJ｝s （CUSTER｝ の 第 3前 臼齒 よ りも本材料 は小形 で

あ る
。 美濃國産 ffe・”bimastodou 　anneeten ．s　“1　．sTsuMOTO 　C著者 は槇 山教授が fV・it（脚 0 蜘 π p α 鰄 畷 ぜ一

C
’
tcs （F ．g ．co ）

’
EH ）と同定 され た下顎 をも夙に 本種 と考 へ

， 模式標品 と或は 同一個體 と さへ 考 へ

て 居 る⊃ は そ の 第 4 前 日齒 P ， の 大 さ よ りすれ ば 恐 ら く本材 料 よ り大 な る 第 3 前 臼齒 を有 し

た で もあ ら う。 本屬 と して は末頃 の 遞 化消滅 へ の 道程 を辿 る齒 の 事で もあ るか ら小 形 な事が

却 つ て 雷然 であ る か も知 れ ない 。矢 張 り薪學 名 を獪 し過 ぎ る よ りも目下 の 所 本材料 を本種 に

鴎せ しめ置 くが 穩當で あ らう。

　本種の 模式標 品 を産 した仙臺市北 山の 地 暦 は當時 清水博 士の 調査 進言 に よ り龍 ノ ロ 居群 と

され て あつ た が ，今 は然 らす後者 よ り も奮き地 暦 に して 眞の 上部 中新系 と認 め て 居 る。 郎ち

本 材料 を併せ て も本種は上部 中新系 の み よ り知 られ て 居 る の で あ る。
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